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松村幸子さん プロフィール
元小学校教諭。特別支援教育士
現在は放課後児童デイサービスに勤務
27・25・23歳の3人の息子がいる

「ぼくの わたしの 話をきいて」 カードに寄せて
松村 幸子

教室で子どもたちと過ごす中で好きだった時間の一つ

は、放課後に何となく教室に残っている子どもたちと、

とりとめもないおしゃべりをする時間だ。今は安全のため

の一斉下校の時間厳守でそんなのんびりした時間は取れな

くなってしまっているが。一方で、自分からは決して話し

かけてはこない子どもたちもいる。そんな子どもたちに

は、意識してこちらから話しかけないと、言葉を交わさぬ

まま一日が過ぎていく。

「うちの子は、聞いても学校のことを何も話してくれな

いんです。」という声を保護者からよく聞いた。うちの子

もそうだった。今になって思うのは、子どもたちは話した

いときに、話したいことだけを聞いてほしいのだ。「あと

で」ではなく、「今、そのとき」に。ただ聞いてもらうだ

けでいい。いや、ただ聞いてもらうだけ「が」いい。ふだ

んのおしゃべりに助言も評論もいらない。つい、親は余計

なことを言うけれど。

話してくれないなら、こちらが子どもたちにおしゃべり

をすることだ。こうやっておしゃべりしていいんだよ、

おしゃべりすればいいんだよ、と。

話を聞く、ということは、相手の存在を受け入れること

そのものだ。そうして時間を共有することこそが子育て

だったのではないか。そんな時間の共有の積み重ねの上

に、何かあったときには子どもたちからSOSが来る、あ

るいは、様子からSOSを感じ取れるのではないか。今、

深い後悔と共に、ただただ忙しさに追われていた自分の子

育てを思い返す。

「ぼくの わたしの 話をきいて」カードは、子どもた

ちのためのお助けカードだ。だが、大人たちはいつも忘れ

ずにいたい。たとえ目の前に差し出されなくとも、子ども

たちはいつも「ぼくの わたしの 話をきいて」カードを

心に持っているということを。

内容
＊専門家からのメッセージ
＊みんなの悩み・みんなのもやもや
＊小金井市の相談窓口
＊相談した方の体験談
＊相談の極意
＊個性って（私は私・僕は僕）

子どもの話をきいてみよう！

自分なりの考えがあっても、伝えられないことがあり

ます。また、ネガティブなことは話しにくいと思ってい

るかもしれません。

2019年11月「小金井市子どもの権利に関する条

例」制定10周年記念・児童館フェスティバルが開催さ

れ、私たちは、子ども向けに「ぼくの わたしの 話を

きいて」カードを作り、配布しました。

このカードを、親子の、おとなと子どものコミュニ

ケーションツールとしてご活用ください。たとえうまく

話せなくてもＳＯＳのサインになるかもしれません。

子どもから話をきいて、私たちおとなも悩ん
だり困ったりすることがあります。そんな時
は一人で抱えず、相談してみませんか？

どんなことでも

いいの？

何か話したいこと

困ったことがあった

らこのカードをみせ

てね。

だいじょうぶだ
よ。いつもあなた
の味方だよ


